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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年6月29日(2017.6.29)

【公開番号】特開2016-111690(P2016-111690A)
【公開日】平成28年6月20日(2016.6.20)
【年通号数】公開・登録公報2016-037
【出願番号】特願2015-212363(P2015-212363)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ   7/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｊ   3/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｌ   7/04     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ  21/242    (2011.01)
   Ｈ０４Ｎ  21/236    (2011.01)
   Ｇ０４Ｇ   5/00     (2013.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ    7/00     ９９０　
   Ｈ０４Ｊ    3/00     　　　Ｍ
   Ｈ０４Ｌ    7/04     　　　　
   Ｈ０４Ｎ   21/242    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   21/236    　　　　
   Ｇ０４Ｇ    5/00     　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成29年5月19日(2017.5.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　例えば、Ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒは、２進数の２ビット値で
ある。Ｄａｔａ　ｕｎｉｔの先頭であるＭＭＴパケット＃１のＦｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏ
ｎ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、最終であるＭＭＴパケット＃５のＦｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ
　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、及び、その間のパケットであるＭＭＴパケット＃２からＭＭＴパ
ケット＃４までのＦｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒは、それぞれ別の値
に設定される。具体的には、Ｄａｔａ　ｕｎｉｔの先頭であるＭＭＴパケット＃１のＦｒ
ａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒは０１に設定され、最終であるＭＭＴパケ
ット＃５のＦｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒは１１に設定され、その間
のパケットであるＭＭＴパケット＃２からＭＭＴパケット＃４までのＦｒａｇｍｅｎｔａ
ｔｉｏｎ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒは１０に設定される。なお、Ｄａｔａ　ｕｎｉｔに一つの
ＭＭＴパケットのみが含まれる場合には、Ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｎｄｉｃａｔ
ｏｒは００に設定される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　従って、受信装置２００は、スライスセグメント前データを格納するＭＭＴパケットを
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、Ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、及び、Ｆｒａｇｍｅｎｔ　ｃｏｕ
ｎｔｅｒのいずれかを用いて識別できる。また、受信装置２００は、Ｎ番目のスライスセ
グメントを格納するＭＭＴパケットを、Ｆｒａｇｍｅｎｔ　ｃｏｕｎｔｅｒを参照するこ
とにより識別できる。 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　送信装置１００は、アクセスユニットにおける面内の分割方法を示す識別情報を、ＭＭ
Ｔメッセージ、又はＴＳのデスクリプタなどに格納してもよい。例えば、面内における水
平方向と垂直方向との分割数とをそれぞれ示す情報が格納されてもよい。または、図３に
示すように水平方向及び垂直方向にそれぞれ２等分されている、又は、図１に示すように
水平方向に４等分されているなど、分割方法に対して固有の識別情報が割り当てられても
よい。例えば、図３に示すようにアクセスユニットが分割されている場合は、識別情報は
モード２を示し、図１に示すようにアクセスユニットが分割されている場合には、識別情
報はモード１を示す。 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４４】
　Ｏｆｆｓｅｔの値が０とは異なる値であり、かつ、Ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒの値が００又は０１であるパケットのペイロードの先頭が、スライスセグ
メントの先頭である。 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７５】
　図２１は、データの送信順序を説明するための図である。ＭＭＴを放送に適用する場合
、図２１の（ａ）に示されるように、ＭＰＵの構成順にＭＭＴパケットに載せて送信（Ｍ
ＭＴパケット＃１、＃２、＃３、＃４、＃５の順に送信）すると、ＭＭＴパケットの送信
にはカプセル化による遅延が生じる。 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８１】
　図２１に示される各送信方法では、まず、ＭＰＵメタデータ、ＭＦメタデータ、メディ
アデータの順にＭＰＵデータを構成する。 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０２０２】
　なお、図２１では、ＭＰＵデータは、ＭＰＵメタデータ、ＭＦメタデータ、メディアデ
ータの順に構成されており、ｍｏｏｆにおいては、この構成に基づいてサンプルやサブサ
ンプル毎の位置情報（オフセット）が定められている。また、ＭＦメタデータには、ｍｄ
ａｔ　ｂｏｘにおけるメディアデータ以外のデータ（ｂｏｘのサイズやタイプ）も含まれ
ている。 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０４】
　なお、図２１では、ＭＰＵデータは、ＭＰＵメタデータ、ＭＦメタデータ、メディアデ
ータの順に構成されるが、図２１とは異なる順番でＭＰＵデータが構成され、位置情報（
オフセット）が定められてもよい。 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５３】
　また、受信装置２０は、ステップＳ２５において、ＭＦメタデータが含まれていると判
定された場合でも、ステップＳ２６の処理を用いずにステップＳ２７の処理を用いてＮＡ
Ｌユニットを取得してもよい。また、ＭＦメタデータが含まれていると判定された場合に
、ステップＳ２６の処理とステップＳ２７の処理とが併用されてもよい。 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２６】
　まず、受信装置２０は、ＭＭＴパケットを受信し、パケットヘッダやペイロードヘッダ
を解析する（Ｓ５０１）。次に、受信装置２０は、フラグメントタイプが補助データか、
ＭＦメタデータかを解析し（Ｓ５０２）、フラグメントタイプが補助データである場合に
は、過去の補助データを上書きして更新する（Ｓ５０３）。このとき、同一ＭＰＵの過去
の補助データがない場合には、受信装置２０は、受信した補助データをそのまま新規の補
助データとする。そして、受信装置２０は、ＭＰＵメタデータ、補助データ、及びサンプ
ルデータに基づき、サンプルを取得し、復号を行う（Ｓ５０４）。 
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５３２】
　一方で、付与部３０２は、提示時刻が定められていないサンプルデータ（同期に関する
情報を含まないサンプルデータ）の一例である、ｎｏｎ－ｔｉｍｅｄ－ＭＦＵのヘッダ（
ヘッダ情報）には、ｉｔｅｍ＿ｉｄなどのＭＰ４構成情報を含める。 
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５５８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５５８】
　フラグメントカウンタは、１つのファイルが分割されることにより得られた複数の分割
データのうち当該分割データよりも後にある複数の分割データの数を示す。また、フラグ
メントカウンタは、１つのファイルを分割することにより得られた複数の分割データの数
である分割データ数が２５６を超える場合、分割データ数を２５６で除した余りを示す。
図５４の例では、分割データ数が２５６以下であるため、フラグメントカウンタのフィー
ルド値は（Ｍ－分割データ番号）となる。一方、図５５の例では、分割データ数が２５６
を超えるため、（Ｎ－分割データ番号）を２５６で除した余り（（Ｎ－分割データ番号）
％２５６）となる。 
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６５２】
　受信装置では、上記の信号を用いて受信処理をすることにより、アンダーフローやオー
バーフローすることなく復号動作をすることができる。 
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６９８】
　これにより、受信装置８００は、アンダーフローやオーバーフローすることなく復号動
作を行うことができる。 
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７７２】
　図８５の（ｂ）に示すように、うるう秒削除時には、図８４の（ｂ）と同様に、うるう
秒削除の直前までの時刻（つまり、ＮＴＰ時刻における９：００：００直前まで）をＣ領
域とし、うるう秒削除以後の時刻（つまり、ＮＴＰ時刻における９：００：００：以降）
をＤ領域とする。なお、Ｃ領域及びＤ領域は、時間的な領域であり、時間帯または期間で
ある。図８５の（ｂ）におけるＭＰＵタイムスタンプは、図８３で説明したタイムスタン
プと同様であり、ＭＰＵタイムスタンプを付与するタイミングにおけるＮＴＰ時刻に基づ
いて生成（設定）したタイムスタンプである。 
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７７６】
　・ＭＰＵのタイムスタンプを付与したタイミングが、Ｃ領域であるか、Ｄ領域であるか
を示す情報を識別情報として受信装置に送信する。つまり、当該ＭＰＵタイムスタンプが
、Ｃ領域に含まれているＮＴＰ時刻に基づいて生成されたか、Ｄ領域に含まれるＮＴＰ時
刻に基づいて生成されたか、を示す識別情報を受信装置に送信する。 
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【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０８１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０８１１】
　一方、うるう秒の調整が行われないと判定された場合（Ｓ２４０１でＮｏ）、通常動作
のまま処理を終了する。
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